











(2016年 1 月 7 日受理)
The perspectivs of farming resumption by evacuees of the Fukushima
Nuclear Plant Accident: A case study of Iitate Village
Takayoshi FUKUDA1 and Tomoko ICHIDA2
Abstract
This study is based on a case study of Iitate village, still in designated as the forced evacuation zone
triggered by Northeastern Great Earthquake Disaster on March 11th, 2011 and, subsequently, the First
Fukushima Nuclear Plant accident. We interviewed four evacuees who had resumed farming outside the
village, and documented the process to reach successful resumption. Further, we discussed the possibility of
regional restoration follwing their return to Iitate Village in the near future. Before the Nuclear Plant accident,
there were approximately 960 farms in Iitate Village. After the evacuation, there are approximately 20 farmers
resumed farming outside the village using diverse farming styles. We interviewed four such farmers and found
that all of them shared a strong will ``to engage in farming again'' by obtaining farmland in settled places using
public funds. We also found that compensation for the damage paid by the Tokyo Electric Power Company
(TEPCO) played an important role in the resumtion of farming in several cases, although the amount was
insu‹cient. For some municipalities, although not for Iitate Village, the central government decided to release
the forced evacuation status, so that several farmers could return home. In order to facilitate regional restora-
tion after the farmers' return to Iitate Village, it would be necessary to provide continuous support for the
restoration of farmlands, funding, and compensation depending on individual situation and farming style.
Key words: Fukushima Nuclear Plant accident, Iitate Village, resumption of farming, compensation, individu-
alization







よる被害状況即報（週 1 回更新）」（平成28年 3 月 9 日付）
http: // www.pref.fukushima.lg.jp / site / portal / shinsai-higaijokyo.
html を参照。
2 茅野（2014, p. 32）。
3 環境省除染総合サイト「除染特別地域（国直轄除染）の概要・進捗」
http://josen.env.go.jp/area/（最終アクセス 2016年4月5日）。






























































5 農林水産省（2014, p. 15）。なお，「営農再開」をしている経営体と
は，農業被害のあった農業経営体のうち，東日本大震災以降，調査


















































































6 藤川（2014, pp. 48～52）。














































































































































































































































































3 月25日 福島第一原発半径20～30 km 圏内住民に自主避難勧告
3 月30日 IAEA「飯舘村の放射線レベルが避難基準を超す」と勧告
4 月11日









（20 mSv 以下），居住制限区域（20 mSv 超・50






明治大学農学部研究報告 第66巻－第 1 号（2017)
大1,300人の避難者を受け入れた。しかし，3 月14日
の福島第一原発 3 号機の爆発後，風に乗って，また
雨と雪に混じって，原発から北東に 45 km ほど離れ
た飯舘村に高濃度の放射性物質が降り，さらに，3 月
















6 月22日，全村民の約 9 割が避難を終え，この時点
で福島市に避難した村民は約4,000人に上った。一方



























図 飯舘村避難区域の再編（2012年 7 月17日以降）
出所福島県相馬郡飯舘村役場 HP
http://www.vill.iitate.fukushima.jp/saigai/wp-content/uploads/2012/07/f32a49cdee08d71f0455796f2e008106.jpg









































































っては，まず事例 3（K 氏）は後述する NPO 法人
「ふくしま再生の会」から紹介いただいた。事例 1
（A 氏），事例 2（Y 氏）については JA そうま（現
































して家族 4 人とともに生活していた。水田 240 a，畑




いた。飯舘村の標高は 400～600 m であり，夏は冷涼
であるため，特にトルコギキョウは発育が良く，高い
品質で有名であった。A 氏自身も同地区で20年近


































福島市荒井 ハウス 4 間×40 m×9 棟トルコギキョウ













6 蕨平 水稲113 aたばこ16 a 福島市荒井



































ハウス 3 間×25間×6 棟
トルコギキョウ
ストック
11 大倉 水稲658 a繁殖牛 7 頭 南相馬市鹿島区 繁殖牛







































18 佐須 キュウリ20 a水稲30 a 栃木県北塩原村
ハウス 3 間×20間×4 棟
キュウリ
19 長泥 アスパラガス30 a 福島市松川町 ハウス 3 間×20間×2 棟アスパラガス50 a




原 発 事 故 前
事例番号 氏名 世帯構成 農 地 作 目 所有地/借地 行政区







オ ラ ス ）， 小 松
菜，シイタケ
所有地 飯樋
2 Y 7 人 水田 2 ha，牛29頭 米，タバコ，ブロッコリー，繁殖牛 所有地 松塚









4 W 4 人 水田60 a，畑20 a 米，野菜（かぼちゃ等) 所有地 前田・八和木
原 発 事 故 後
事例番号 氏名 家族構成 農 地 作 目 所有地/借地 営農再開の場所 公的支援 事例調査の時期
1 A 2 人 施設67 a トルコギキョウ，ストック 借地 福島市荒井
復興交付金事業（施
設整備） 2014年11月10日






































































村が所有し，A 氏に 8 年間無償リースで提供されて
いる。
) 現在の営農状況
現在，A 氏は農地面積 67 a（ハウス面積 28 a）を
所有し，7～10月にトルコギキョウ，11月中下旬～1


































原発事故前，Y 氏は飯舘村松塚地区で家族 6 人と
生活し，長男家族とともに農業を営んでいた。Y 氏
































村から 80 km 以上も離れているため，Y 氏はできれ
ばもっと近い所に移りたいと思っていた。そして，牛
舎が建設できるような，まとまった農地を探していた。
2014年 2 月，Y 氏は避難先の知り合いから福島市飯
野町の売却物件についての情報を得，その後，購入し











































明治大学農学部研究報告 第66巻－第 1 号（2017)
ある。全体で 60 ha の水田があり，そのうちの 20 ha
は NTT と20年間の契約をして太陽光パネルの設置に










































奈川県平塚市の長男妻の実家に自主避難し，4 月 3 日
















筆甫（ひっぽ）の水田 60 a，畑 10 a を同町の農業委
員会を通じて借りることになった。そして，同年 5
月下旬には佐須の自宅から通いながら田植え作業を行





































10 詳細は同会の HP を参照のこと。
図 原発事故前と原発事故後の世帯の変化（W 氏）
出所調査データから筆者が作成
明治大学農学部研究報告 第66巻－第 1 号（2017)
会のメンバーとなり，理事を務めている。



























































































































































































































アクセス 2016年11月 9 日）。
飯舘村の営農再開
 飯舘村帰還後の営農再開の展望
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